
※広報に掲載されたご家族の写真を無料で差し上げます。
　ご希望の方は企画広報グループまでお問い合わせください。

　

　５月１８日、歌志内上歌ヴィンヤードでワイン用

ぶどう苗木の植栽が行われました。

　今年も市内外から約３０人のボランティアが集ま

り、２４０本の苗木を丁寧に植えていました。

　ぶどうの実がなり収穫できるのが待ち遠しいで

すね。

　　歌志内市のアドレス

 ホームページ http://www.city.utashinai.hokkaido.jp/

 Ｅメール　　 info@city.utashinai.hokkaido.jp

【今月の表紙】　歌志内上歌ヴィンヤード



22令和元年６月号

在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ

在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
スス

各種サービスの問い合わせ先

緯４２～3213
福祉事業グループ（福祉）

保健介護グループ（保健）

外出支援サービス、除雪経費助成サービスなどに関す

ること

緯４２～２２２３住宅管理グループ（住宅）
高齢者世話付き住宅（シルバーハウジング）に関する

こと

緯４２～2328社会福祉協議会（社協）
つどいの場事業、給食サービス、在宅高齢者支援サー

ビス、電話訪問サービスに関すること

　
要
介
護
３
以
上
の
在
宅
高
齢
者

並
び
に
重
度
の
身
体
障
が
い
者
で
、

一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
、
医
療
機
関
や

介
護
予
防
、
い
き
が
い
活
動
支
援

事
業
を
提
供
す
る
場
所
ま
で
移
動

す
る
場
合
の
移
送
車
両
利
用
券
を

交
付
し
ま
す
。

　
温
泉
利
用
優
待
券
を
交
付
し
、

健
康
の
維
持
増
進
と
閉
じ
こ
も
り

の
防
止
や
意
欲
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

▼
対
象
者
　
　
歳
以
上
の
高
齢
者

６５

と
１
級
、
２
級
の
身
体
障
が
い

者
等

▼
交
付
枚
数
　
１
人
に
つ
き
年
間

５
枚
の
温
泉
利
用
優
待
券
を
交

付
　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

【
助
成
額
拡
大
】（
福
祉
）

　
４
月
１
日
現
在
満
　
歳
以
上
の

７５

方
に
、
日
常
生
活
の
利
便
性
と
社

会
活
動
の
拡
大
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

し
ま
す
。

▼
助
成
額
　
１
人
に
つ
き
１
枚
５

０
０
円
の
利
用
券
が
、　

枚
つ

１２

づ
り
と
な
っ
て
い
る
６
，０
０
０

円
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
年
間
１
冊

交
付
　

※
年
度
途
中
で
　
歳
に
達
す
る
方

７５

は
、
翌
年
度
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

▼
助
成
額
　
要
介
護
３
の
方
～
年

　
間
１
５
，０
０
０
円
、
要
介
護
４

・
障
が
い
等
級
１
級
ま
た
は
２

級
の
下
肢
障
が
い
者
及
び
体
幹

機
能
障
が
い
者
の
方
～
年
間
２

０
，０
０
０
円
、
要
介
護
５
の
方

～
年
間
２
５
，０
０
０
円
を
限
度

と
し
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
利

用
券
を
交
付

市では、高齢者の皆さんが安心して暮らせるよう、各種福祉サービスを実施しています　　市では、高齢者の皆さんが安心して暮らせるよう、各種福祉サービスを実施しています。。

利用についてお気軽に市役所や実施機関にお申し出ください　利用についてお気軽に市役所や実施機関にお申し出ください。。

なお、各行事等の実施案内は、そのつどお知らせします　　なお、各行事等の実施案内は、そのつどお知らせします。。

ご利用くださご利用くださいい外外

高齢者福祉サービ高齢者福祉サービスス
ご利用くださご利用くださいい外外

高齢者福祉サービ高齢者福祉サービスス

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

温
泉
利
用

優
待
券
交
付
事
業

　
　
　
　
  　
（
福
祉
）

外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
  

         利
用
助
成
事
業

 【
新
規
事
業
】（
福
祉
）
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介
護
用
品
と
交
換
で
き
る
引
換
券

を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

介
護
保
険
法
の
認
定
が
要
介
護

３
か
ら
５
の
在
宅
高
齢
者
を
同

一
世
帯
で
介
護
し
て
い
る
家
族

▼
対
象
品
目
　
紙
オ
ム
ツ
、
尿
取

り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、

清
拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

な
ど
の
介
護
用
品

▼
助
成
額
　
１
か
月
に
つ
き
３
，０

０
０
円
　

　
体
力
的
、
年
齢
的
に
除
雪
が
困

難
な
老
人
家
庭
な
ど
の
自
宅
周
辺

を
除
雪
し
て
い
る
町
内
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
機
械
を
貸

与
し
ま
す
。

▼
貸
出
先
　
老
人
家
庭
な
ど
を
ひ

給
食
宅
配
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
  　
（
社
協
）

　
　
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、

６５
疾
病
な
ど
に
よ
り
身
体
機
能
が
低

下
し
、
食
事
の
支
度
が
困
難
な
方

に
、
食
事
を
宅
配
し
食
生
活
の
改

善
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
実
施
日
　
毎
週
月
～
金
曜
日
の

１
日
１
回
夕
食
（
祝
日
及
び
年

末
年
始
を
除
く
）

▼
利
用
料
　
１
食
３
０
０
円

介
護
教
室
（
保
健
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
（
保
健
）

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
特

別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
な
く
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

偏
見
を
持
た
ず
に
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
「
応

援
者
」
で
す
。

　
 在
宅
介
護
の
知
識
や
技
術
を

専
門
講
師
が
わ
か
り
や
す
く
お
教

え
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
一
般
市
民

▼
参
加
料
　
無
料

▼
開
催
日
程
　
年
４
回
実
施
（
７

　
月
か
ら
　
月
を
予
定
）

１０

※
内
容
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
加
齢
に
伴
い
生
じ
る
生
活
上
の

不
安
や
不
便
を
で
き
る
だ
け
解
消

し
、
安
心
し
て
快
適
な
生
活
が
営

め
る
よ
う
、
日
常
生
活
を
支
援
す

る
生
活
援
助
員
を
配
置
し
た
高
齢

者
に
優
し
い
設
計
の
住
宅
で
す
。

▼
戸
数
　
神
威
神
楽
岡
地
区
　
戸
、

１９

東
光
地
区
　
戸
１９

▼
家
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に
よ

っ
て
決
定
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

月
額
４
，９
０
０
円
を
限
度
に
援

助
員
の
派
遣
費
用
を
負
担

　
体
力
的
に
除
雪
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
高
齢
者
世
帯
に
、
除
雪
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
お
お
む
ね
　
歳
以
上

６５

の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
な
ど
で
、

近
く
に
扶
養
義
務
者
が
い
な
い

方
▼
利
用
料
　
前
年
度
の
所
得
課
税

年
額
に
よ
り
決
定

除
雪
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
  　
（
保
健
）

除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー

貸
与
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
  　
（
保
健
）

家
族
介
護
用
品

支
給
事
業
（
保
健
）

高
齢
者
世
話
付
き
住
宅

〈
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
〉

　
　
　
　
  　
（
住
宅
）

　
認
知
症
高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し

い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
を
希
望
す
る
方
の
も
と
に

出
向
い
て
実
施
す
る
「
出
前
形

式
」
で
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
小
学
生
以
上

※
１
人
で
も
団
体
で
も
出
前
し
ま

す
。

▼
受
講
料
　
無
料

※
受
講
修
了
者
に
は
、
サ
ポ
ー
タ

ー
の
あ
か
し
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
と
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
差
し

上
げ
ま
す
。

　
居
住
家
屋
の
屋
根
の
除
雪
な
ど

が
困
難
で
、
経
済
的
に
困
っ
て
い

る
高
齢
者
世
帯
に
経
費
を
助
成
し

ま
す
。

▼
対
象
者
　
お
お
む
ね
　
歳
以
上

６５

の
方
で
、
近
く
に
扶
養
義
務
者

除
雪
経
費助

成
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
  　
（
保
健
）

緊
急
通
報
装
置

設
置
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
  　
（
保
健
）

が
い
な
い
、
経
済
的
に
困
窮
し

て
い
る
方

▼
助
成
額
　
前
年
度
の
平
均
所
得

月
額
に
よ
り
決
定

　
お
お
む
ね
　
歳
以
上
の
ひ
と
り

６５

暮
ら
し
世
帯
で
、
身
体
虚
弱
な
方

や
重
度
の
身
体
障
が
い
な
ど
に
よ

り
、
緊
急
時
に
機
敏
に
行
動
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
自
宅
に
、
事

故
や
急
病
な
ど
突
発
的
事
態
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
消
防
署
と
利
用

者
宅
を
直
接
電
話
回
線
で
結
ぶ
緊

急
通
報
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

▼
利
用
料
　
設
置
・
撤
去
費
用
は

無
料
。
通
話
料
や
電
池
な
ど
の

消
耗
品
、
本
人
の
事
情
に
よ
る

移
設
費
用
は
自
己
負
担

※
前
記
の
条
件
に
該
当
し
な
い
方

で
も
、
設
置
を
希
望
す
る
場
合

に
は
、
全
額
を
自
己
負
担
す
る

こ
と
で
設
置
で
き
ま
す
（
費
用

総
額
　
　
万
円
程
度
）
。

１５

　
在
宅
で
中
度
・
重
度
の
要
介
護

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、

と
冬
除
雪
し
て
く
れ
る
町
内
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

▼
利
用
料
　
燃
料
費
を
利
用
団
体

が
負
担

開
催
時
期
が
近
く
な
り
ま
し
た

ら
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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生年月日年齢

昭和２９年４月２日～昭和３０年４月１日６５歳

昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日７０歳

昭和１９年４月２日～昭和２０年４月１日７５歳

昭和１４年４月２日～昭和１５年４月１日８０歳

昭和９年４月２日～昭和１０年４月１日８５歳

昭和４年４月２日～昭和５年４月１日９０歳

大正１３年４月２日～大正１４年４月１日９５歳

大正９年４月１日以前　　　　　　　１００歳以上

　
高
齢
者
の
肺
炎
は
「
肺
炎
球
菌
」
感
染
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
は
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
の
約
７
割
を
予
防
す
る
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

希
望
す
る
方
は
、
保
健
介
護
グ

ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２

～
３
２
１
３
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
６
月
３
日
（
月
）

か
ら
実
施
医
療
機
関
で
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す
（
予
約
制
）
。

■
実
施
医
療
機
関

▽
歌
志
内
市
立
病
院
（
緯
４
２
～

　
３
１
８
５
）

▽
勤
医
協
神
威
診
療
所
（
緯
４
２

　
～
２
０
２
５
）

■
持
参
す
る
も
の
　
高
齢
者
の
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
、
保
険
証

■
そ
の
他

▽
接
種
で
き
る
期
間
は
令
和
元
年

７
月
１
日
（
月
）
～
令
和
２
年

３
月
　
日
（
火
）
で
す
。

３１

▽
定
期
接
種
以
外
の
方
の
予
防
接

種
は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

茨
定
期
接
種
対
象
者

※
該
当
す
る
方
に
は
、
６
月
上
旬

に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
送
り

し
ま
す
。

芋
満
　
～
　
歳
の
方
で
、
心
臓
、

６０

６４

腎
臓
、
呼
吸
機
能
に
障
が
い
が

あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
が
極

度
に
制
限
さ
れ
る
方
で
接
種
を

高
齢
者
の

　
　
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
ご
案
内

▼
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
助
成

　
高
齢
者
の
自
主
的
組
織
で
あ
る

各
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
、
運
営

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
〈
６
月
　

日
（
金
）
・
ア
リ

２８

ー
ナ
チ
ロ
ル
（
予
定
）
〉

　
高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
と
軽
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
に
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り

開
催
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
〈
８
月

　
日
（
木
）
・
ア
リ
ー
ナ
チ
ロ

２２ル
（
予
定
）
〉

　
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
相
互
交
流
と

高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
を
目
的
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
支
援

　
　
　
  　
　
（
福
祉
）

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
サ
ー
ビ

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
サ
ー
ビ
スス

電
話
訪
問
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
  　
（
社
協
）

▼
敬
老
会
〈
９
月
　
日
（
金
）
・

２０

う
た
み
ん
（
予
定
）
〉

　
市
内
に
居
住
す
る
　
歳
以
上
の

７５

方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

　
会
食
や
余
興
を
楽
し
み
多
く
の

同
世
代
と
交
流
し
、
生
き
る
喜
び

と
意
欲
の
向
上
を
図
り
ま
す
（
開

催
日
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、
対

象
者
に
個
人
通
知
し
ま
す
）
。

▼
百
歳
高
齢
者
へ
の
記
念
品
贈
呈

　
１
０
０
歳
を
迎
え
総
理
大
臣
よ

り
表
彰
状
を
い
た
だ
く
対
象
者
に

対
し
て
、
表
彰
状
を
入
れ
る
専
用

額
縁
と
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
を
市
よ

つ
ど
い
の
場
事
業
　

　
　
　
  　
　
（
社
協
）

　
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、
心
身
の

健
康
の
維
持
、
増
進
を
目
的
に
行

い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
に
居
住
す
る
　６５

歳
以
上
の
方

▼
実
施
内
容
　
茶
話
会
・
軽
運
動

・
趣
味
活
動
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど

▼
会
　
場
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

▼
開
催
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
　10

時
～
　
時
14

▼
参
加
料
　
１
回
１
０
０
円

※
会
場
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い

方
は
送
迎
し
ま
す
（
無
料
）
。

敬
老
事
業
（
福
祉
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し

た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

り
贈
呈
し
ま
す
。

▼
敬
老
祝
金
支
給

　
長
寿
を
お
祝
い
し
、
そ
の
年
に

満
　
歳
と
な
る
方
に
敬
老
祝
金
と

８０
し
て
１
万
円
を
支
給
し
ま
す
（
敬

老
の
日
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、

対
象
者
に
個
人
通
知
し
ま
す
）
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

に
対
し
、
電
話
に
よ
る
定
期
的
な

安
否
確
認
や
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。

▼
利
用
料
　
無
料

　
お
お
む
ね
　
歳
以
上
の
ひ
と
り

７０

暮
ら
し
世
帯
を
月
２
回
程
度
訪
問

し
て
、
安
否
の
確
認
を
行
い
、
在

宅
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

▼
利
用
料
　
無
料

在
宅
高
齢
者

支
援
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
  　
（
社
協
）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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平
成
　

年
度
に
い
た
だ
い
た

３０

「
歌
志
内
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」
の
実
績
は
、
下
表
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
附
金
は
、
歌
志
内
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
に
積
み
立
て
、
将

来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
は
じ
め
、

地
域
住
民
の
活
動
支
援
や
地
域
の

活
性
化
に
関
す
る
事
業
な
ど
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
寄
附
金
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▽
人
口
減
で
大
変
な
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
日
本
一
小
さ

な
市
で
あ
る
こ
と
を
プ
ラ
ス
と

し
た
広
報
な
ど
で
、
地
域
活
性

化
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
北
海
道
旅
行
の
際
に
、
歌
志
内

市
内
を
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
し
た
。

昔
の
繁
栄
を
し
の
ば
せ
る
風
景

が
広
が
り
物
寂
し
く
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
反
面
、
ま
ち
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み

に
心
打
た
れ
ま
し
た
。
こ
の
寄

附
が
少
し
で
も
市
の
活
性
化
に

金額件数指定された使いみち

１６０万５千円６１件（１）地域コミュニティの推進

１３６万円７２件
（２）子育て支援及び教育・文化と

スポーツの振興

９９万円６６件（３）地域の活性化

１５２万７千円７３件（４）その他の地域振興

５４８万２千円２７２件計

■平成30年度ふるさと応援寄附金実績
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

▽
た
く
さ
ん
の
方
の
心
の
ふ
る
さ

と
と
呼
ば
れ
る
よ
う
、
市
民
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

▽
歌
志
内
ワ
イ
ン
復
活
の
ニ
ュ
ー

ス
う
れ
し
い
で
す
。
応
援
し
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
企
画
広
報
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯
４
２
～

３
２
１
４
）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！！

  鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

〈問い合わせ　保健介護グループ（市役所２階緯４２～３２１３）〉

　日本人の死因の約６割を占める生活習慣病。生活習慣病は食生活の乱れや運動不足などの日常生活

の悪習慣が原因となって発症します。また、自覚症状が出にくいために知らず知らずのうちに進行し

ます。そのため、生活習慣病予防には健診による早期発見と生活改善が大切です。

　国民健康保険（国保）に加入している４０歳以上の方で、今年まだ健診を受けていない方は、ぜひ受

診しましょう。

■健診の対象者・料金・検査内容

検査内容料　金健診の区分と対象者

身体計測（身長・体重・腹囲）、血圧測

定、尿検査（蛋白・糖・潜血）、血液検

査（脂質・血糖・肝機能・貧血・腎機能

・痛風）、心電図検査、診察

無　料

国保の特定健診

４０歳から７４歳の国保加入者

※令和２年３月３１日までに４０歳になる方も

対象です。

国保の特定健診のご案国保の特定健診のご案内内

■健診会場・時期等

申し込み通院者以外の受付時間時期・曜日健診会場

　各医療機関に通院中の方は、定

期の受診にあわせて健診を受けら

れますので、直接窓口にお申し込

みください。

　なお、いつもの検査を「健診」とし

て実施することで、検査のお金が一

部かからなくなります。

　また、通院者以外の方は健診希望

日の１週間前までに保健介護グル

ープまでお申し込みください。

①１３：３０～１４：００

②１４：３０～１５：００

③１７：００～１７：３０※水曜日のみ

７月～１０月

俄～画
歌志内

市立病院

①９：３０～９：４０

②１０：００～１０：１０

③１０：３０～１０：４０

④１１：００～１１：１０

⑤１５：００～１５：１０※月曜日のみ

⑥１７：３０～１７：４０※第２・４木曜日のみ

７月～

令和２年２月

俄～画

勤医協

神威診療所
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　保険料の均等割について、これまで９割軽減となっていた方は、本年度、８割軽減に変わります。

　８割軽減への変更にあわせて、介護保険料については、本年度、所得の低い高齢者への保険料の負担

軽減が強化されます。

　また、所得の低い年金受給者の方は、本年１０月から、老齢年金生活者支援給付金（金額は保険料を

納めた期間等により異なります）の制度が始まります。

　法令により定められた所得基準を下回る世帯については、均等割額の８割、8.5割、５割または２割

を軽減しています。このうち５割と２割の軽減対象となる所得基準を見直し、対象世帯を拡充します。

■均等割軽減範囲の見直し

▽介護保険料の軽減は、課税者が同居している場

　合は対象外になります。
▽老齢年金生活者支援給付金（補足的な給付を含

　む）の場合、支給要件（65歳以上で老齢基礎年

　金を受給中、世帯全員の市町村民税が非課税、前

　年の年金収入額と所得額の合計が879,300円以

　下）を全て満たす必要があります。基本的に10

　月分、11月分を12月（年金の支払日と同日）に

　振り込みます。

▽保険料を年金からの引き落としで納めている場

　合、引き落とし額への影響は10月からです。

後後後後後後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期期期期期期高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度ののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららら後期高齢者医療制度のお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

基準額

軽減の割合

令和元年度から平成３０年度

３３万円かつ被保険者全員が所得０円

(年金収入のみの場合、受給額８０万

円以下)

３３万円かつ被保険者全員が所得０円

(年金収入のみの場合、受給額80万

円以下)

９割軽減(平成３０年度)
↓

８割軽減(令和元年度から)

33万円33万円８．５割軽減

33万円＋28万円×被保険者数33万円＋27.5万円×被保険者数５割軽減

33万円＋51万円×被保険者数33万円＋50万円×被保険者数２割軽減

◆均等割の軽減内容

■問い合わせ　保険料に関すること　税務グループ（市役所１階緯４２～３２１７）

　　　　　　　制度全般に関すること　北海道後期高齢者医療広域連合（緯０１１～２９０～５６０１）

　　　　　　　介護保険料に関すること　保健介護グループ（市役所２階緯４２～３２１３）

　　　　　　　年金生活者支援給付金に関すること　ねんきんダイヤル（緯０５７０～０５～１１６５）

平成 30 年度 令和元年度

（月平均４１７円納付） （月平均８３３円納付）

保険料の納付額（１割）
保険料の納付額（２割）

９割軽減 ８割軽減

【例】年金収入８０万円以下の方の場合

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度のののののののののののののののののののの見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直ししししししししししししししししししししににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててて～制度の見直しについて～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

■均等割軽減割合の見直し
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『
チ
キ
ン
マ
ヨ
』

 ●
料
理
の
作
り
方

 ●
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　
歌
志
内
市
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
（
小
島

照
美
会
長
・
推
進
員
　２２

名
）
よ
り
、
お
す
す
め

の
健
康
料
理
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
今
回
は
、
え
び
マ
ヨ

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
１
品

で
す
。
カ
ロ
リ
ー
ハ
ー

フ
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
低

脂
肪
の
さ
さ
み
を
使
い
、

ア
ス
パ
ラ
も
加
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
を
お
さ
え
ま
し
た
。
マ
ヨ
ソ
ー

ス
が
絡
む
こ
と
で
、
低
塩
分
を
感

じ
さ
せ
ず
、
さ
さ
み
は
し
っ
と
り

美
味
し
く
仕
上
が
り
ま
す
。
魚
介

類
や
他
の
野
菜
を
使
う
な
ど
ア
レ

ン
ジ
は
い
ろ
い
ろ
、
お
弁
当
の
お

か
ず
に
お
す
す
め
で
す
。
ぜ
ひ
お

▽
さ
さ
み
の
代
わ
り
に
、
生
た
ら

や
生
鮭
の
切
身
、
イ
カ
な
ど
で

作
る
の
も
美
味
し
い
で
す
。

▽
ア
ス
パ
ラ
の
代
わ
り
に
、
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
、
い
ん
げ
ん
な
ど
も

お
す
す
め
で
す
。

①
＊
印
の
調
味
料
を
混
ぜ
て
マ
ヨ

ソ
ー
ス
を
作
っ
て
お
く
。

②
ア
ス
パ
ラ
は
ゆ
で
て
斜
め
切
り

に
す
る
。

③
さ
さ
み
は
一
口
大
の
そ
ぎ
切
り

に
し
、
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
、
油

少
々
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で

焼
く
。

④
さ
さ
み
と
ア
ス
パ
ラ
を
マ
ヨ
ソ

ー
ス
で
あ
え
る
。

試
し
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
、
記
憶

力
や
判
断
力
が
低
下
し
、
道
に
迷

っ
た
り
自
分
の
家
が
わ
か
ら
な
く

な
る
方
も
い
ま
す
。

　
気
に
な
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、

保
健
介
護
グ
ル
ー
プ
に
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
教
え
て
く
れ
た

方
の
お
名
前
な
ど
は
伏
せ
て
、
職

員
が
地
域
の
巡
回
の
よ
う
に
そ
っ

と
様
子
を
見
に
訪
問
な
ど
を
し
て
、

認
知
症
の
方
に
起
こ
り
が
ち
な
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
も
し
も
行
方
不
明
者
が
発
生
し

た
と
き
に
は

①
親
戚
、
友
人
、
近
所
な
ど
思
い

当
た
る
と
こ
ろ
へ
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
人
を
発
見
し
た
と
き

に
は
連
絡
を
も
ら
え
る
よ
う
お

願
い
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。　

②
そ
れ
で
も
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

速
や
か
に
警
察
に
連
絡
し
ま
し

ょ
う
。

　
夜
間
に
な
る
と
探
し
に
く
く
な

り
ま
す
し
、
連
絡
が
遅
れ
る
ほ

ど
、
探
す
範
囲
が
広
が
り
、
発

見
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
す
。

▼
道
に
迷
っ
て
い
る
よ
う
な
高
齢

者
な
ど
を
見
か
け
た
と
き
に
は

①
や
さ
し
く
声
を
か
け
て
あ
げ
て

　
く
だ
さ
い
。

②
名
前
や
住
所
が
答
え
ら
れ
な
か

っ
た
り
、
行
き
先
が
わ
か
ら
な
い

場
合
は
、
警
察
に
連
絡
を
し
、

警
察
官
が
来
る
ま
で
側
に
つ
い

て
い
る
か
、
最
寄
り
の
交
番
へ

の
案
内
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
汗
を
か
い
て
い
た
り
、
喉
が
渇

い
て
い
る
様
子
の
場
合
は
、
水

分
を
補
給
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

▼
最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番

・
赤
歌
警
察
署
（
緯
３
２
～
０
１

１
０
）

・
歌
志
内
交
番
（
緯
４
２
～
３
２

２
７
）

・
文
珠
駐
在
所
（
緯
４
２
～
３
２

４
０
）

■
認
知
の
低
下
が
あ
る
高
齢
者
を

支
え
る
家
族
の
方
へ

　
日
ご
ろ
か
ら
、
こ
ん
な
工
夫
を

お
す
す
め
し
ま
す
！

・
衣
服
に
目
印
を
付
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
探
す
と
き
に
特
徴
が

わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
家
族
へ
の
連
絡
が
素
早
く
で
き

る
よ
う
に
、
連
絡
先
を
全
て
の

衣
服
や
靴
に
付
け
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

▼
連
絡
・
相
談
窓
口
　
保
健
介
護

グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４

２
～
３
２
１
３
）

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ととととととととととととととととととととととととととととととととと
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
ななななななななななななななななななななななななななななななななな
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
高
齢
者
…………………………………………………………………………………………

あああああああああああああああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

　
あ
な
た
の
周
り
に
い
ま
せ
ん
か
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

▲

材料（２人分）
　鶏ささみ
　　　 ……… ４本（１６０ｇ）
　片栗粉 …………… 少々
　油 ………………… 少々
　アスパラ ………… ６０ｇ
　　＊マヨネーズハーフ
　　　 …………… 大さじ２
　　＊トマトケチャップ
　　　 ………… 大さじ1
　　＊牛乳 ……… 大さじ１
　　＊砂糖 … 大さじ１／２▲

１人分栄養価
　エネルギー …… ２２６kcal
　塩分 ……………… ０．６ｇ



88令和元年６月号

　市では、深刻化する人口減少への対策として、市外から移住していただく施策の充実や、市民の定住・

子育てを応援するための施策のほか、高齢者の生活支援を行っており、一人でも多くの方が歌志内に

「住んでいて良かった」と実感できるまちを目指して各種事業を行っています。

　現在進めている主な事業を紹介しますので、くわしくは各担当グループまでお問い合わせください。

　なお、下表の※印は令和元年度の新規事業、☆印は拡充された事業です。

ススススススススススススススススススススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッップププププププププププププププププププププププププププププププププ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』ストップ・ザ『人口減少』！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん なななななななななななななななななななななななななななななななななででででででででででででででででででででででででででででででででで 創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創 るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑 顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔 あああああああああああああああああああああああああああああああああふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるままままままままままままままままままままままままままままままままま ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」 ををををををををををををををををををををををををををををををををを 目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目 指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指ししししししししししししししししししししししししししししししししし ててててててててててててててててててててててててててててててててて「みんなで創る笑顔あふれるまち」を目指して ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

担　当概　　　　　　要制度名等

企画広報Ｇ
緯４２～３２１４

市内で住宅を取得した場合、最大450万円の奨励金を交
付(指定する住宅用地に新築した場合)

　定住促進助成事業移
住
・
定
住
促
進

移住・定住を検討している方等を対象に、宿泊施設を活
用して歌志内の暮らしを体験

　短期移住生活体験事業

市内で売却・賃貸することが可能な空き家を登録し、そ
の物件を移住・定住を希望する方に情報提供

　空き家等情報登録制度
（空き家バンク）

住宅管理Ｇ
緯４２～２２２３

個人住宅の改修や耐震化費用に対する助成　住宅改修促進助成事業

福祉事業Ｇ
緯４２～３２１３

「教育」「保育」「子育て」を総合的に支援する認定こども
園

　認定こども園子
育
て
支
援

認定こども園入園者の保育料・給食費を無料
　認定こども園保育料・
給食費の無料化

認定こども園で新たな保育サービスとして「一時預かり
保育事業」や「延長保育事業」を実施

　認定こども園特別保育
事業

３歳未満の子どものいる世帯に燃やせるごみ袋２０渥を
１か月当たり１０枚（最大１２０枚）を配布

　子育て支援ごみ袋支給
　事業

学校教育Ｇ
緯４２～４２２３

児童生徒の修学旅行費用を全額助成　修学旅行費用助成事業

就学経費を負担している世帯の経済的負担軽減のため、
高校生等１人につき月額１万円を交付

　高等学校等就学支援事
　業

遠距離通学の中学生を対象にバス定期代を全額助成　遠距離通学費補助事業

小中学校補助教材費の一部を市が負担　補助教材費一部負担

給食の質の向上及び食材価格などによる給食費値上が
り分を市が負担

　学校給食費一部負担

小中学生の英語検定受検を奨励し、１人年１回、検定料
を全額助成

※英語検定料助成

社会教育Ｇ
緯４２～４２２３

８月～１２月の毎週土曜日、中学生対象の学習塾（無料）
を開催

　チャレンジキャンパス
（公的学習塾）

戸籍保険Ｇ
緯４２～３２１７

１８歳までの子ども医療費を無料化　子ども医療費助成事業

保健介護Ｇ
緯４２～３２１３

妊婦一般健康診査と超音波検査各14回分を市が助成　妊婦健診費用助成事業

１歳から中学生以下のインフルエンザワクチン接種の
無料化

　予防接種費用助成事業

歯科健診時のフッ素塗布の無料化　幼児フッ素塗布事業

親子ふれあい料理教室の無料化　親子ふれあい料理教室

不妊治療に係る治療費・交通費の一部を市が助成　不妊治療費助成事業

幼児歯科健診にあわせて、妊婦の歯科健診実施（無料）※妊婦の歯科健診事業
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危
険
物
安
全
週
間

６
月
２
日
か
ら
６
月
８
日
ま
で

～
無
事
故
へ
の
　
構
え
一
分
の
　
 隙
 も
無
く
～

す
き

　
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
危
険
物
は
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
う
え
で
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
物
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
取
り
扱
い
や
保
管
方
法

を
間
違
う
と
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
安
全
管
理
と
危
険
物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、

危
険
物
安
全
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
〈
消
防
本
部
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
緯
４
２
～
３
２
５
５
〉

　
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
一
般
的
に
次
の
よ
う
な
危

険
性
を
持
っ
た
物
質
を
い
い
ま
す
。

①
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

②
火
災
を
拡
大
さ
せ
る
危
険
性
が

大
き
い

③
消
火
の
困
難
性
が
高
い

※
私
た
ち
の
身
近
な
も
の
で
は
、

灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
ア
ル
コ
ー

ル
、
塗
料
類
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
危
険
物
安
全
週
間
を
機
に
、

こ
れ
ら
の
保
管
方
法
な
ど
を
再
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
危
険

物
を
使
用
す
る
際
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
危
険
物
の
漏
れ
や
あ
ふ
れ
な
ど
、

飛
散
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

②
気
化
し
や
す
い
危
険
物
は
、
静

電
気
で
も
引
火
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ソ
リ
ン
と
灯
油
を
間
違
え
て

給
油
し
な
い
よ
う
、
容
器
に
品

名
を
明
記
し
ま
し
ょ
う
。

　
使
用
時
の
注
意
点

『
危
険
物
』
と
は
？

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
危
険
物
の
周
囲
で
は
、
火
気
の

使
用
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
ガ
ソ
リ
ン
を
購
入
す
る
と
き
は
、

必
ず
金
属
製
の
容
器
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。

③
容
器
は
確
実
に
密
閉
し
、
冷
暗

所
で
風
通
し
が
良
く
、
火
気
の

な
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

④
一
般
家
庭
で
の
ガ
ソ
リ
ン
の
保

管
は
　
渥
未
満
、
灯
油
の
保
管

４０

は
２
０
０
渥
未
満
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
、
冬
期
間

と
同
様
の
灯
油
の
減
り
を
確
認

し
た
場
合
は
、
専
門
業
者
に
見

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

⑥
物
置
に
ポ
リ
容
器
（
灯
油
）
を
保

管
し
て
い
る
場
合
は
、
放
火
対

策
及
び
盗
難
防
止
の
た
め
必
ず

施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

取
り
扱
い
の
注
意
点

担　当概　　　　　　要制度名等

学校教育Ｇ
緯４２～４２２３

全学年で外国語指導助手の活用
　小学校での国際教育の
充実事業

教
育
環
境
の
充
実

小学校へ人型ロボットを導入し、プログラミング教育
へ対応

　プログラミング教育教
材機器導入

社会見学やスキー授業などの学校行事に市のバスで移
動

　社会見学などのバス移
　動無料化事業

保健介護Ｇ
緯４２～３２１３

定期高齢者肺炎球菌ワクチン接種の無料化　高齢者の感染予防事業高
齢
者
等
の
支
援

後期高齢者健康診査の検査項目の拡充と無料化　高齢者の健康管理事業

健康診査受診者に対する、歯科健診の実施（無料）※高齢者の歯科健診

体力的に除雪が困難な高齢者世帯等に、除雪ヘルパー
の派遣や除雪経費の一部を負担

　老人家庭除雪支援事業

福祉事業G
緯４２～３２１３

75歳以上の方に年間6,000円のタクシー利用券を交付※外出支援タクシー利用
　助成事業

要介護度や身障等級(条件あり)に応じて年間15,000～
25,000円のタクシー利用券を交付

☆外出支援サービス事業

高齢者世帯等へ健康の維持増進などのため、利用優待
券を交付

　温泉施設利用優待事業

●●●ストップ・ザ・『人口減少』●●●

  鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
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第１回臨時会
５月１４日、会期１日間で開催

　
改
選
後
、
初
め
て
開
か
れ
た
議

会
で
は
、
議
長
に
川
野
敏
夫
氏
、

副
議
長
に
女
鹿
聡
氏
を
そ
れ
ぞ
れ

選
出
。
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に

は
下
山
則
義
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
本
会
議
の
予
備
的
審
査

・
調
査
機
関
と
し
て
設
置
し
て
い

る
行
政
常
任
委
員
会
、
効
率
的
な

議
会
運
営
を
行
う
た
め
に
設
置
し

て
い
る
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員

と
、
一
部
事
務
組
合
等
の
議
会
議

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
以
下
、
各
委
員
・
議
員
の
敬
称

は
省
略
。

※
委
員
長
は
◎
、
副
委
員
長
は
○
、

委
員
は
・
で
共
通
表
示
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

改
選
後
の
構
成

◎
谷
　
　
秀
紀
　
○
山
崎
　
瑞
紀

・
能
登
　
直
樹
　
・
山
川
　
裕
正

・
下
山
　
則
義
　
・
本
田
加
津
子

・
女
鹿
　
聡

■
空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合
（
１

人
）
山
崎
瑞
紀

■
石
狩
川
流
域
下
水
道
組
合
（
１

人
）
本
田
加
津
子

■
空
知
中
部
広
域
連
合
（
２
人
）

川
野
敏
夫
、
谷
　
秀
紀

■
中
・
北
空
知
廃
棄
物
処
理
広
域

連
合
（
１
人
）
女
鹿
　
聡

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

承
認
さ
れ
た
報
告

　
４
月
　
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
め
て
の
議
会
と

２１

な
る
第
１
回
臨
時
市
議
会
が
、
５
月
　
日
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

１４

　
こ
の
臨
時
会
で
は
、
議
長
、
副
議
長
や
一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員

な
ど
の
選
挙
９
件
の
ほ
か
、
議
案
４
件
、
報
告
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
選
挙
の
結
果
と
審
議
事
項
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

行
政
常
任
委
員
会
委
員

◎
本
田
加
津
子
　
○
山
川
　
裕
正

・
能
登
　
直
樹
　
・
山
崎
　
瑞
紀

・
下
山
　
則
義
　
・
谷
　
　
秀
紀

議
会
運
営
委
員
会
委
員

■
中
空
知
広
域
水
道
企
業
団
（
２

人
）
川
野
敏
夫
、
山
川
裕
正

■
中
空
知
広
域
市
町
村
圏
組
合

（
１
人
）
能
登
直
樹

■
砂
川
地
区
保
健
衛
生
組
合
（
１

人
）
下
山
則
義

一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

■
歌
志
内
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
〈
専
決
処
分
〉

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、
歌
志

内
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

３０

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）〈
専
決

処
分
〉

新
議
長
に
川
野
敏
夫
氏
を
再

新
議
長
に
川
野
敏
夫
氏
を
再
選選

副
議
長
に
女
鹿

聡
氏
、
監
査
委
員
に
下
山
則
義

副
議
長
に
女
鹿
　
聡
氏
、
監
査
委
員
に
下
山
則
義
氏氏
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  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

基
礎
課
税
額
の
課
税
限
度
額
を
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
低
所
得
者

に
対
す
る
軽
減
措
置
を
拡
充
す
る

た
め
関
係
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
歌
志
内
市
減
債
基
金
条
例
第
２

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
減
債
基
金

の
積
み
立
て
を
増
額
及
び
除
雪
経

費
を
増
額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
補
正
額
は
、
歳
入
歳
出
予
算
に

３
，４
７
６
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
　
億
７
，３
８
４
万
円
と
し
ま

４３

し
た
。可

決
さ
れ
た
議
案

■
歌
志
内
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
公
布
に
伴
い
、
関
係

条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
等
の
公
布
に
伴
い
、

　
本
年
４
月
１
日
に
所
管
課
長
の

異
動
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
市

固
定
資
産
評
価
員
（
無
給
）
の
任

命
替
え
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
市
民
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 平
  間
  靖
  人
 

ひ
ら
 
ま
 
や
す
 ひ
と

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

●議会の動き〈第１回臨時会〉

　医療機関で処方される薬には、新

薬（先発医薬品）とジェネリック医薬

品（後発医薬品）があります。

　ジェネリック医薬品の処方を希望

される方は、医師や薬剤師にジェネ

リック医薬品の希望を伝えるか、医

療機関や薬局の窓口に「希望カード」

を提示することによりお願いするこ

とができます。

　「希望カード」が必要な方は戸籍保

険グループへお問い合わせください。

■効き目・安全性について

　これまで効き目や安全性が実証さ
れてきた新薬と同等の効果・効能を持
ち、厚生労働省の基準を満たしてい
る安全な薬です。
※ご希望される場合は、必ず主治医
や薬剤師によく相談しましょう。

■価格について

　ジェネリック医薬品を利用すると、
薬代が安くなり、薬によって異なりま
すが、新薬より３割以上、中には５割
以上安くなるものもあります。▲

問い合わせ　北海道後期高齢者医
療広域連合（緯０１１～２９０～５６０１）ま
たは、戸籍保険グループ（市役所１
階緯４２～３２１７）

ジェネリック医薬ジェネリック医薬品品

北海道後期高齢者北海道後期高齢者医医療療
広広域域連合からのお知ら連合からのお知らせせ

　老齢基礎年金は、原則６５歳から受けられますが、希望
により６５歳になる前や６６歳以後に受け取ることができ
ます。
　ただし、６５歳より早く繰上げて受け取ると減額され、
６６歳より遅く繰下げて受け取ると増額される仕組みに
なっています。一度、繰上げ・繰下げ請求をすると生涯
同じ割合で、減額または増額された年金額になります。

　なお、増減の率については、次のとおりです。 

■繰上げ受給時の減額率

　　　　　　　　 ▽繰上げた場合の注意点
　　　　　　　　①特別支給の老齢厚生（退職共済）年

　　　　　　　　金の定額部分の一部が支給停止さ

　　　　　　　　れます。

　　　　　　　　②６５歳になるまで、遺族年金と繰上

　　　　　　　　げした老齢基礎年金を一緒に受け

　　　　　　　　ることはできません。

③障害基礎年金、寡婦年金は受けられません。

④さかのぼって支給されません（請求したときから）。
■繰下げ受給時の増額率

　　　　　　　　 ▽繰下げた場合の注意点

　　　　　　　　①原則、他の年金（老齢厚生年金を除

　　　　　　　　く）を受ける権利がある場合は繰下

　　　　　　　　げ請求ができません。

　　　　　　　　②繰下げ請求では、老齢基礎年金の

　　　　　　　　振替加算額は増額されません。▲

問い合わせ　砂川年金事務所（緯５２～２１４４）

繰上げ・繰下げ請繰上げ・繰下げ請求求
老齢基礎年金老齢基礎年金のの

減額率満年齢

３０％６０歳

２４％６１歳

１８％６２歳

１２％６３歳

６％６４歳

増額率満年齢

８．４％６６歳

１６．８％６７歳

２５．２％６８歳

３３．６％６９歳

４２．０％７０歳

▼

下
山
則
義
　
監
査
委
員

▼

女
鹿
　
聡
　
副
議
長

▼

川
野
敏
夫
　
議
長
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恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

▲

問い合わせ　企画広報グループ（市役所３階

緯４２～３２１４）

　２０１９年工業統計調査は、従業者４人以上の全

ての製造事業所の皆さまが対象です。

　対象となる製造事業所には、５月中ごろから

「調査員証」を携行している調査員がお伺いし、

調査票を配布しています。

■

調査の目的等

△

従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に

６月１日時点で実施します。

△

我が国における工業の実態を明らかにするこ

とを目的とする政府の重要な調査で、統計法

に基づく統計調査です。

△

調査の結果は中小企業施策や地域振興など、

国及び地域行政施策のための基礎資料として

利活用されます。

△

調査票にご記入いただいた内容は、統計作成

の目的以外（税の資料など）に使用すること

は絶対にありません。

△

調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回

答をよろしくお願いします。

調査票の記入はお済みですか調査票の記入はお済みですか？？

工業統計調工業統計調査査

　
は
じ
め
ま
し
て
、
４
月
１
日
付

け
で
総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ
に
勤

務
し
て
い
ま
す
染
野
詩
織
で
す
。

　
私
は
南
幌
町
出
身
で
、
昨
年
3

月
に
江
別
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

後
、
大
原
法
律
公
務
員
専
門
学
校

に
１
年
間
通
っ
て
い
ま
し
た
。
ず

っ
と
目
指
し
て
い
た
市
役
所
職
員

に
な
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
中
学
・
高
校
時
代
は
吹
奏
楽
部

に
所
属
し
て
お
り
、
部
長
や
副
部

長
な
ど
の
役
職
や
全
道
大
会
出
場

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
部

活
で
培
っ
た
責
任
感
や
精
神
力
を

毎
日
の
仕
事
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
代
表
電
話
の
取
り
次

ぎ
や
郵
便
物
の
発
送
・
仕
分
け
な

ど
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

上
司
の
か
た
が
た
に
教
わ
り
な
が

ら
の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、

市
役
所
全
体
に
関
わ
る
仕
事
な
の

で
少
し
で
も
早
く
覚
え
て
、
貢
献

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
の
業
務
上
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
直
接
関
わ
る
こ
と
は
少
な
い
の

で
す
が
、
陰
で
皆
さ
ん
を
支
え
、

少
し
で
も
歌
志
内
市
の
力
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
４
月
末
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
任
期
を
終
え
、
5
月
よ
り
ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
試
験
技
術
員
と
し
て

気
持
ち
を
新
た
に
、
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
の
冬
は
平
年
よ
り
少
な
め

の
積
雪
と
、
3
月
の
暖
冬
の
影
響

で
早
め
の
雪
解
け
を
予
想
し
て
い

で
し
た
。

　
今
年
植
え
る
苗
木
が
届
く
ま
で

は
越
冬
用
に
下
ろ
し
た
ワ
イ
ヤ
ー

上
げ
や
枝
起
こ
し
に
尽
力
し
、
並

行
し
植
樹
の
準
備
を
し
て
き
ま
し

た
。

　
今
年
の
苗
木
は
昨
年
よ
り
も
少

な
く
、
例
年
よ
り
も
規
模
を
縮
小

し
て
開
催
し
た
５
月
　
日
の
市
民

１８

植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
最
後
に
、

1
，3
0
0
本
5
品
種
の
植
樹
が
完

了
し
ま
し
た
。　
今
回
の
植
樹
で
、

第
5
圃
場
と
呼
ん
で
い
る
畑
全
面

に
植
え
付
け
が
完
了
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
今
年
も
皆
さ
ま
の
お
か
げ
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。
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収
穫
で
き
る

年
と
な
り
ま
す
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畑
に
向
か
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ま
す
。
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年
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ど
変
わ
ら

な
い
時
期
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1133 令和元年６月号

　毎年６月は「食育月間」、毎月１９日は「食育の日」です。今回は食育についてお伝えします。

■食育ってなに？

　食育は、生きるうえでの基本であって、知育･徳育･体育の基礎となるものと位置づけられています。

様々な経験を通じて、食の知識・食の選択力を身につけ、健全な食生活を実践できる力を育むのが食

育です。食べることは生涯続くことであり、子どもはもちろん、大人になっても食育は必要です。

■食育が大切なワケ

　いま食育が重要視されている背景には、近年の食に関連した様々な課題があります。栄養の偏り

や不規則な食事による肥満、それらが原因の生活習慣病の増加、若い女性を中心に見られる過度のダ

イエット、高齢者の低栄養など、健康面での問題が指摘されています。また、食の安全性や食料輸入

など、食を取り巻く環境も大きく変化しています。こうした中、食の知識と食の選択力を身につけ、

健全な食生活を実践することで、心と体の健康を維持していけるよう、食育が重要になっているので

す。食育により「食べる力」＝「生きる力」を育んでいきましょう。

■食育で身につけたい「食べる力」

　「日本型食生活」は、ごはんを主食として主菜と副菜があり、魚・肉・豆・乳・野菜・果物・茶な
ど多種多様な食品を組み合わせた、栄養バランスに優れた食生活のことです。

　次回は、『受動喫煙』についてです。

〈問い合わせ〉保健介護グループ　市役所２階　緯４２～３２１３

■ごはんを中心とした「日本型食生活」のススメ

　食育は、子どものころから家庭や学校地域など様々な場所で学び、身につけていくものです。そ
して、大人になってからも生涯にわたって実践し、育み続けていくものです。さらに大人には、そう
した食の知識･経験や、日本の食文化などを次世代に伝えるという役割もあります。

　「日本型食生活」は日本人が世界有数の長寿である主たる理由だと、国際的にも
評価されています。また、ごはん中心の食事は、和・洋・中の幅広い料理を楽し
むことができ、日本各地で生産される豊かな食材を盛り込むこともできます。
　ごはんと組み合わせる主菜や副菜は、家庭での調理だけでなく、市販のお惣菜・
冷凍食品･レトルト食品などを利用しても揃えることができます。上手に組み合
わせることで、どなたでも「日本型食生活」の実践が可能です。
　食育月間であるこの機会に、ぜひ取り組んでみましょう！

妊娠期
(胎児期) 乳幼児期 高齢期成人期思春期学童期

 
 

  
 

 

  
 

 

 
 

 

・食事を通じて心と身体の健康を維持できる　　・食事の大切さや楽しさを理解する

・食べ物の選択や食事づくりができる　　　　　・一緒に食べる楽しみを持つ（社会性）

・日本の食文化を理解し伝えることができる　　・食べ物や作る人への感謝の心



１４令和元年６月号

※このコーナーは、市内のでき事をご紹介して
いるコーナーです。広報紙に掲載した写真を
無料で差し上げますので、ご希望の方はご連
絡ください。
■連絡先　企画財政課企画広報グループ（市役
所３階　緯４２～３２１４）

～フィットネススクール～
▲参加した皆さんは、 体を守るための筋肉の鍛
え方を学び、 エアロビクスで楽しく汗を流し
ました。　　　　　　 （５月９日　うたみん）

～地域安全運動出動式～
▲安全な地域づくりと防犯意識向上のため、 警
察車両と青色回転灯装備車両がパトロールを
行いました。　 （５月１０日　うたみん駐車場）

～郷土館ゴールデンウィークイベント～
▲訪れた皆さんは歌志内の歴史を学びながらス
タンプラリーをしたり、 石炭ストーブ体験な
ど楽しんでいました。(５月３、４日　郷土館)

～看護の日・健康チェック～
▲看護の日にちなみ、血圧や血糖値の測定、管理
栄養士による食生活へのアドバイスが行われ
ました。　　　　　　 （５月１０日　市立病院）

～婦人防火クラブ火災予防啓発～
▲歌志内市婦人防火クラブの皆さんがしらかば
荘を訪れ、 入所者一人ひとりに火災予防を呼
びかけました。　　 （４月３０日　しらかば荘）



１５ 令和元年６月号

～中学校体育大会～
▲大縄跳びなどの団体競技で生徒たちは、 チー
ムの勝利のため大きな声で応援し、 全力で競
技に臨んでいました。　  （５月１７日　中学校）

～小学校避難訓練～
▲家庭科室からの出火を想定し避難した後、 火
災により煙が発生した状態を防災テントを使
って体験しました。　　 （５月１３日　小学校）

人人　　　口口　　33,２２,２２１１人（人（－１１－１１人）人）

男　　男　　　　11,５０４,５０４人（－６人）人（－６人）

女　　女　　　　11,７１７,７１７人（－５人）人（－５人）

世世　　　帯帯　　11,８８,８８７７世世帯帯（－１（－１００世帯世帯））

（（平平成成３３１１年年４４月末月末日日現在現在））

歌志内市民憲歌志内市民憲章章
　わたくしたちは神威岳の山ふところ本道開拓わたくしたちは神威岳の山ふところ本道開拓のの
あけぼのとして石炭とともに発展した輝かしいあけぼのとして石炭とともに発展した輝かしい歴歴
史を誇る歌志内の市民です史を誇る歌志内の市民です。。
苦難にみちた先人の開拓精神をうけつぎ移り　苦難にみちた先人の開拓精神をうけつぎ移りかか
わる社会環境にたち向かい平和で明るく豊かなわる社会環境にたち向かい平和で明るく豊かなまま
ちを築くためにこの市民憲章を定めますちを築くためにこの市民憲章を定めます。。　
●たくましい 心豊かな市民になり●たくましい　心豊かな市民になりまま
しょしょうう
●たがいに認めあう 明るい家庭を●たがいに認めあう　明るい家庭をつつ
くりましょくりましょうう

●しあわせで生き生きとした きれ●しあわせで生き生きとした　きれいい
なまちをつくりましょなまちをつくりましょうう

〈昭和４８年５月３日制定〈昭和４８年５月３日制定〉〉

歌志内市民憲歌志内市民憲章章

☎

行　　事

■移動どうわ会

▼ と　き　６月７日（金）１５時～

▼ ところ　神威児童センター

▼ 内　容　本の読み聞かせ、かみしばい、工
作

■移動としょかん

▼ と　き　６月２７日（木）

▼ ところ

▽ 楽生園（１４時３０分～）

▽給食センター（１５時４５分～）

▽市民体育館（１６時１５分～）
■本の宅配サービス
　図書館まで来られない方のために、月１回
図書館の本を個別にご自宅までお届けします。
　お気軽にご相談ください。

▼ と　き　６月１２日（水）
※行事の詳細は図書館に問い合わせください。

　東京五輪出場選手のその後を紹
介するノンフィクション。歌志内
出身、フェンシングの荒木選手の
活躍もくわしく紹介されています。

『みかんとひよどり』（近藤史恵　監修）
　シカやイノシシ、野鳥などの野
生動物を調理して食べるジビエ料
理。シェフの潮田は、料理の腕は
確かだが、なにをやっても上手く
いかず、ジビエの材料を得ようと
出かけた狩猟でも遭難してしまう。

それを助けたのは無口な山男。真摯に料理へ
取り組もうとするシェフと、無愛想な猟師と
の交流を軸に、命を食べることの尊さ、ゆる
やかに変化していく大人の成長を描いた物語。

読んでみませんか？

『アフター1964東京オリンピック』
（カルロス矢吹　著）

彊おたんじょう　おめでとう

　 石  井 　　 岳 ちゃん（
いし い がく

 石  井 
いし い

　 勝  也 さん）　　文珠
かつ や

恭おくやみ　もうしあげます

　 齋  藤   紀  久  雄 さん（７８歳・２月13日逝去）文珠
さい とう き く お

　 野  口  ミツ ヱ さん（９２歳・４月 ８日逝去）文珠
の ぐち え

　 続橋  　　 勇 さん（９２歳・４月 １５日逝去）神威
つづきばし いさむ

　 木  村  　 睦  男 さん（８０歳・４月18日逝去）文珠
き むら むつ お

　 田  中  　ミサさん（８９歳・４月 ２５日逝去）神威
た なか



１６令和元年６月号

行事・会場・時間（࡭਋ ：受付時間）ごみ
日

曜

斬【休日当番医】市立病院１
土

斬消防演習（うたみん駐車場１３：００～）※くわし
くは２２ページに掲載

斬【休日当番医】市立病院

２
日

斬日本脳炎予防接種（勤医協࡭਋ １５：００～１６：００）ɛ୆ ３月
斬札幌弁護士会無料法律相談（うたみん１０：００
～１２：００）ɛී ４火

斬元気はつらつ教室（うたみん１３：００～１５：００）
斬社協心配ごと相談（社会福祉協議会13：00～
15：00）

斬４種混合予防接種（市立病院࡭਋ １４：１５～１４：３０）
斬日本脳炎予防接種（市立病院࡭਋ １５：３０～１６：００  
・１７：００～１８：００）
斬【夜間診療】市立病院（１７：００～１８：３０）

ɛ঩ 
ɛܓ 

５
水

斬定例行政相談（うたみん１３：００～１５：００）
斬無料人権・困りごと相談（うたみん１３：００～
１５：００）※くわしくは２１ページに掲載
斬介護保険相談（うたみん１３：００～１５：００）
斬ＢＣＧ予防接種（市立病院࡭਋ １４：１５～１４：３０）
斬水痘予防接種（市立病院࡭਋ 14：15～14：30）

ɛ୆ ６木

斬移動どうわ会（神威児童センター１５：００～）ɛී ７金
斬【休日当番医】市立病院８

土

斬【休日当番医】市立病院９
日

斬日本脳炎予防接種（勤医協࡭਋ １５：００～１６：００）ɛ୆ １０
月

斬元気はつらつ教室（うたみん１３：００～１５：００）ɛී １１
火

斬水痘予防接種（勤医協࡭਋ ９：００～1１：30）
斬社協心配ごと相談（社会福祉協議会13：00～
15：00）

斬日本脳炎予防接種（市立病院࡭਋ １７：００～１８：００）
斬【夜間診療】市立病院（１７：００～１８：３０）

ɛະ 
ɛܓ 

１２
水

斬日本脳炎予防接種（勤医協࡭਋ １７：３０～１８：３０）ɛ୆ １３
木

斬健康診査（文珠第三町内会館࡭਋ ８：00～９：３０、
老人福祉センター࡭਋ １１：００～1２：１５）ɛී １４

金

斬健康診査（中村地区集会所࡭਋ ８：00～１１：１５、
うたみん࡭਋ １３：00～１５：４５）

斬【休日当番医】市立病院

１５
土

斬健康診査（うたみん࡭਋ ８：00～１１：４５）
斬【休日当番医】市立病院

１６
日

斬日本脳炎予防接種（勤医協࡭਋ １５：００～１６：００）ɛ୆ １７
月

斬移動収納車（９：００～１１：２５）
斬札幌弁護士会無料法律相談（うたみん１０：００
～１２：００）

ɛී １８
火

行事・会場・時間（࡭਋ ：受付時間）ごみ
日

曜

斬麻しん・風しん予防接種【１期】（勤医協࡭਋ 
９：００～１１：３０）
斬元気はつらつ教室（うたみん１３：００～１５：００）
斬社協心配ごと相談（社会福祉協議会13：00～
15：00）

斬【夜間診療】市立病院（１７：００～１８：３０）

ɛ঩ 
ɛܓ 

１９
水

斬乳幼児相談（うたみん࡭਋ ３～４か月児９：５０～
１０：００、その他１０：００～１０：１５）ɛ୆ ２０

木

ɛී ２１
金

斬図書館司書体験（うたみん１０：４０～１２：００）
※くわしくは２２ページに掲載

斬【休日当番医】市立病院

２２
土

斬子宮・乳がん検診（うたみん࡭਋ ８：３０～１３：１５）
斬【休日当番医】市立病院

２３
日

斬日本脳炎予防接種（勤医協࡭਋ １５：００～１６：００）ɛ୆ ２４
月

斬元気はつらつ教室（うたみん１３：００～１５：００）ɛී ２５
火

斬健康相談（市役所1０：00～1１：３0）
斬社協心配ごと相談（社会福祉協議会13：00～
15：00）

斬【夜間診療】市立病院（１７：００～１８：３０）

ɛல ２６
水

斬移動としょかん（楽生園14：30～・給食セン
ター15：45～・市民体育館16：15～）

斬日本脳炎予防接種（勤医協࡭਋ １７：３０～１８：３０）
ɛ୆ ２７

木

斬移動収納車（９：００～１１：２５）ɛී ２８
金

斬【休日当番医】市立病院２９
土

斬【休日当番医】市立病院３０
日

■粗大ごみ回収

　６月２５日（火）の午前中までに環境交通グループに申し

込みください。（各世帯で一度に３個まで）

ɛ୆ =生ごみ、ɛී =燃やせるごみ、ɛະ =燃やせないごみ、

ɛ঩ =資源ごみ、ɛܓ =危険ごみ、ɛல =粗大ごみ

※表示のない日はごみ収集を行いません。

禦月の納税
試１　期　市道民税

諮納期限　７月１日(月)

※税・住宅使用料等を口座振替の方は、

残高をご確認ください。

禦月の移動収納車巡回日
試１８日(火)・２８日(金)

●問い合わせ
諮税務グループ

　（市役所１階緯４２～３２１７）

■納入場所

▼市役所１階会計窓
口

▼北門信用金庫本店
・各支店

▼北洋銀行本店・各
支店

▼北海道労働金庫本
店・各支店

▼北海道銀行本店・
各支店

▼道内の郵便局また
はゆうちょ銀行
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くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくらららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららしししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししくらしのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンカレンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

日本脳炎予防接種（３日・５日・１０日・１２日・１３日

・１７日・２４日・２７日）

１期　６か月～７歳半未満児

２期　９歳～１３歳未満児

特例対象者　平成８年４月２日～平成１９年４月１日生ま

　　　　　　れで２０歳未満の方

持ち物　母子健康手帳・予診票

4種混合予防接種（５日）

対象児　３か月～７歳半未満児

持ち物　母子健康手帳・予診票

BCG予防接種（６日）

対象児　１歳未満児

持ち物　母子健康手帳・予診票

水痘予防接種（６日・１２日）

対象児　１歳～３歳未満児

持ち物　母子健康手帳・予診票

麻しん・風しん予防接種【１期】（１９日）

対象児　１歳～２歳未満児

持ち物　母子健康手帳・予診票

※上記の予防接種は１週間前までの予約が必要です。

元気はつらつ教室（５日・１１日・１９日・２５日）

健康診査（１４日・１５日・１６日）

乳幼児相談（２０日）

対象児　３～４か月児（H３１．１．１９～H３１．３．２０生）

　　　　７～８か月児（H３０．９．１９～H３０．１１．２０生）

　　　　１０～１１か月児（H３０．６．１９～H３０．８．２０生）

　　　　２４～２５か月児（H２９．４．１９～H２９．６．２０生）

　　　　その他希望者

持ち物　母子健康手帳・個人通知に同封の質問票（３～４

　　　　か月児、２４～２５か月児）・歯ブラシ（２４～２５か月

　　　　児）・バスタオル・その他オムツの替えやミルク

　　　　など必要なもの

子宮・乳がん検診（２３日）

健康相談（２６日）

※事前予約が必要です。

※電話での相談も受け付けます。

問い合わせ　社会福祉協議会（緯４２～２３２８）

札幌弁護士会無料法律相談（４日・１８日）
問い合わせ　環境交通グループ（市役所１階緯４２～３２１７）

定例行政相談（６日）
問い合わせ　環境交通グループ（市役所１階緯４２～３２１７）

介護保険相談（６日）
問い合わせ　保健介護グループ（市役所２階緯４２～３２１３）

社協心配ごと相談

開催場所相　　談　　員

心配ごと相談所

(社会福祉協議会)

（緯４２～６７９２）

 荒  田 　 照  代 
あら た てる よ

 三  浦 　　 勇 
み うら いさむ

５日

 田  中 　 歌  子 
た なか うた こ

 山川 　 義信 
やまかわ よしのぶ

１２日

 黒  田 　 征  子 
くろ だ まさ こ

 相  良 　 昭吉 
さが ら あきよし

１９日

 北  山 　 昭  子 
きた やま あき こ

 関 　　 武  雄 
せき たけ お

２６日

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各 種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種 相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相各　種　相　談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

■休館のお知らせ
　東光児童館・神威児童センターの休館日は、３日（月）・
１０日（月）・１７日（月）・２４日（月）です。

東光児童館　緯４２～３３７４

１５日（土）　１３：００～レクリエーション

２９日（土）　１３：００～紙粘土工作

神威児童センター　緯４２～３１９２

 ４日（火）　１５：００～プラバン工作

２１日（金）　１５：００～ボールで遊ぼう

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予児童館行事予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医市立病院外来診療医師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師
笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（事務局（緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５４２～３１８５））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））

北大～北海道大学病院
財団～北海道地域医療振興財団
※出張医師については１週間ごとに変更となります。

金木水火月

水野
医師

出張
医師

（北大）

出張医師
（北大）

出張
医師

（北大）

水野
医師

午前

出張
医師

（北大）

水野
医師

水野医師
出張
医師

（財団）

出張
医師

（財団）
午後

５日～水野医師
１２日～出張医師
　　　（北大）
１９日～水野医師
２６日～出張医師
　　　（北大）

夜間
診療

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保 健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健 事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事保　健　事　業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
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１８令和元年６月号

情
報
情
報

の

く
ら
し

募
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

催
　
し

そ
の
他

■募集住宅

基　本　家　賃面積種別住宅番号団地・地区名区分

１９,２００円～５０,９００円６４㎡２ＬＤＫTH７－１９東光三区地区改良

２６,０００円～６９,０００円７９㎡３ＬＤＫMH１２－１３文珠高台団地公営

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

▼
締
め
切
り
　
６
月
　

日
（
金
）

14

　
時
ま
で

１６
▼
決
定
方
法
　
希
望
者
が
重
複
し

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
管

理
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
～
２
２
２
３
）

※
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
か
ら

実
際
の
入
居
ま
で
お
お
よ
そ
１

か
月
を
要
し
ま
す
。

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
住
宅
　
下
表
の
と
お
り

▼
入
居
資
格

茨
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
別
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
）

芋
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

鰯
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

允
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

印
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と
咽
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
提
出
書
類
　
入
居
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
本
籍
記
載
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明

書

市
臨
時
職
員
募
集

　
令
和
２
年
度
採
用
の
職
員
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
職
　
種
　
技
術
職
員
（
土
木
職
・

社
会
人
経
験
者
）

▼
採
用
人
数
　
若
干
名

▼
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

５９

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し

た
方
で
、
水
道
・
土
木
工
事
の

実
務
経
験
が
３
年
以
上
あ
る
方

▼
採
用
要
件
　
構
成
市
町
（
滝
川

市
、
砂
川
市
、
歌
志
内
市
、
奈

井
江
町
）
に
居
住
で
き
る
方

▼
提
出
書
類
　
企
業
団
が
交
付
す

る
願
書
・
履
歴
書
・
職
務
経
歴

書
、
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書

・
成
績
証
明
書
、
資
格
証
明
書

の
写
し
、
受
験
さ
れ
る
方
の
住

所
・
氏
名
を
記
載
し
た
は
が
き

▼
応
募
期
間
　
６
月
　

日
（
金
）

２８

ま
で

▼
試
験
日

▽
一
次
試
験
　
７
月
　
日
（
日
）

１４

▽
二
次
試
験
　
８
月
上
旬
予
定

▼
採
用
予
定
日
　
令
和
２
年
４
月

１
日

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
中
空
知

広
域
水
道
企
業
団
　
総
務
担
当

（
緯
５
３
～
３
８
４
０
）

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
　
種
　
車
両
運
転
手

▼
募
集
人
数
　
１
名

▼
勤
務
時
間
　
８
時
　
分
～
　
時

３０

１７

の
間
で
４
～
７
時
間
半
程
度

（
業
務
内
容
に
よ
り
勤
務
時
間

が
異
な
る
曜
日
が
あ
り
ま
す
）

▼
勤
務
内
容
　
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
幼
児
の
送
迎
な
ど

▼
賃
　
金
　
時
給
９
０
４
円

▼
勤
務
日
数
　
年
間
２
２
５
日
程

度
（
夏
・
冬
の
長
期
休
暇
期
間

あ
り
）

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る

健
康
な
方
で
、
大
型
免
許
を
有

す
る
方

▼
採
用
予
定
日
　
７
月
１
日
（
月
）

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）
、
運
転
免

許
証
の
写
し

▼
締
め
切
り
　
６
月
　
日
（
金
）

１４

※
応
募
締
切
後
に
面
接
を
実
施
し

ま
す
。
応
募
が
な
い
場
合
は
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
グ

ル
ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯
４
２

～
３
２
１
２
）

広報うたしないへの広告を募集しています。

■広告の大きさ　　１枠　縦46mm×横182mm

　　　　　　　　　半枠　縦46mm×横89mm

■掲載料金　　市内の方　１枠 2,000円

　　　　　　　　　　　　半枠 1,000円

　（月額）　　　市外の方　１枠 5,000円

　　　　　　　　　　　　半枠 3,000円

くわしくは、企画広報グループ（市役所３階緯４２～３２１４）へ。

中
空
知
広
域
水
道

企
業
団
職
員
募
集



１９ 令和元年６月号

くらしの情報
募
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

催
　
し

そ
の
他

ご
み
は
燃
や
さ
な
い
で

　
廃
棄
物
の
焼
却
（
野
焼
き
）
に

つ
い
て
は
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

原
則
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
警
察
に
よ
る
廃
棄
物

の
焼
却
禁
止
違
反
に
よ
る
検
挙
状

況
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
依
然
と

し
て
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。

　
建
造
物
へ
の
飛
び
火
に
よ
る
火

災
の
発
生
件
数
も
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
野
焼
き
は
、
絶
対
に

行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
本
町
高
齢
者
専
用
住
宅
の
入
居

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
住
宅
　
Ｂ
１
０
５
、
Ｂ
１

０
６
、
Ｂ
１
０
８

▼
募
集
戸
数
　
２
L
D
K
・
３
戸

▼
家
　
賃
　
定
額
１
５
，０
０
０
円

▼
入
居
資
格

茨
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
な
い
自
立
し
て
生
活
を
営
ん

で
い
る
　
歳
以
上
の
世
帯
の
方

６５

芋
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
別
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
）

鰯
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

允
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

印
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と
咽
近
隣
に
安
否
確
認
が
で
き
る
者

が
い
る
こ
と

員
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
提
出
書
類
　
入
居
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
本
籍
記
載
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明

書
▼
締
め
切
り
　
６
月
　

日
（
金
）

１４

　
時
ま
で

１６
▼
決
定
方
法
　
希
望
者
が
重
複
し

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
管

理
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
～
２
２
２
３
）

本
町
高
齢
者
専
用
住
宅

入
居
者
募
集

　
今
年
の
　
月
１
日
に
消
費
税
の

１０

増
税
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
影
響
か
ら
か
解
体
工
事
の
受
注

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
予
定

さ
れ
て
い
る
方
は
、
解
体
事
業
者

へ
早
め
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
空
家
等
の
解
体

に
対
し
て
、
最
大
で
　
万
円
（
工

５０

事
費
の
　
％
）
の
助
成
制
度
が
あ

２５

り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
土
木
建
築
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～

２
２
２
３
）

空
家
等
の
解
体
は
消
費

税
の
増
税
前
に

新
規
学
校
卒
業
者
の
採

用
準
備
に
つ
い
て

高等学校卒業者中学校卒業者

６月１日から６月１日から求人受理開始

７月１日から７月１日から
事業主への

求人票（控）返戻

９月５日から１２月１日から推薦（紹介）開始

９月１６日から１２月１日から選考・採用内定開始

■新規学校卒業者の選考日程等 　
令
和
２
年
３
月
新
規
学
校
卒
業

者
（
中
学
・
高
校
）
の
求
人
は
、

６
月
１
日
（
土
）
か
ら
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す
。

　
採
用
計
画
を
立
て
、
お
近
く
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
人
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。
新
規
学
校
卒

業
者
に
係
る
選
考
開
始
等
の
日
程

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川
出

張
所
（
緯
５
４
～
３
１
４
７
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～

３
２
１
７
）

▽
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
を
は
じ

　
め
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
う
こ

　
と
　
な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
雇
用

対
策
法
に
基
づ
く
、
外
国
人
労
働

者
の
適
正
な
雇
用
管
理
の
た
め
の

指
針
を
定
め
て
い
ま
す
。
ご
確
認

い
た
だ
き
、
外
国
人
を
雇
用
す
る

際
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に

雇
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川
出

張
所
（
緯
５
４
～
３
１
４
７
）

ま
た
は
滝
川
労
働
基
準
監
督
署

（
緯
２
４
～
７
３
６
１
）
へ
。

　
国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人

の
就
労
状
況
を
み
る
と
、
社
会
保

険
な
ど
の
未
加
入
や
適
正
な
労
働

条
件
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
な
ど

の
問
題
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　
外
国
人
を
雇
い
入
れ
る
際
は
、

次
の
３
点
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格

　
で
あ
る
こ
と

▽
雇
い
入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届

け
出
を
行
う
こ
と

６
月
は
「
外
国
人
労
働

者
問
題
啓
発
月
間
」



２０

くらしの情報

令和元年６月号

募
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

催
　
し

そ
の
他

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

･ ･

　
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
特
徴

や
症
状
、
早
期
診
断
・
早
期
治
療

の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門

医
や
ス
タ
ッ
フ
が
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。
病
気
の
知
識
や
対
応
に
つ

い
て
、
一
緒
に
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。

※
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
と
は
、

脳
の
広
い
範
囲
に
レ
ビ
ー
小
体

と
い
う
異
常
な
た
ん
ぱ
く
が
た

ま
り
、
脳
の
神
経
細
胞
が
徐
々

に
減
っ
て
い
く
進
行
性
の
病
気

で
す
。

▼
と
　
き
　
６
月
　
日
（
土
）　

１５

１３

時
～
　
時
１５

▼
と
こ
ろ
　
砂
川
市
立
病
院
　
南

館
５
階
　
作
業
療
法
室

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
砂

川
市
立
病
院
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
　
担
当
大
辻
（
緯
５

４
～
２
１
３
１
）

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

狩
猟
免
許
試
験

　
狩
猟
免
許
試
験
の
予
備
講
習
受

講
者
と
受
験
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
狩
猟
試
験
予
備
講
習

▼
と
　
き
　
７
月
　
日
（
日
）
９

２８

時
～
　
時
　
分

１６

３０

▼
と
こ
ろ
　
岩
見
沢
市
民
会
館
・

文
化
セ
ン
タ
ー
ま
な
み
ー
る

（
岩
見
沢
市
９
条
西
４
丁
目
１

番
地
１
）

▼
受
講
料

茨
第
１
種
、
第
２
種
銃
猟
免
許
　

１
０
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
み
）

芋
わ
な
猟
免
許
　
７
，５
０
０
円

鰯
網
　
７
，５
０
０
円

※
茨
と
同
時
に
芋
・
鰯
を
受
講
す

る
場
合
は
１
０
，０
０
０
円

▼
受
付
期
間
　
６
月
　

日
（
火
）

２５

～
７
月
　
日
（
火
）
ま
で

２３

※
火
・
木
曜
日
９
時
　
分
～
　
時

３０

１６

　
分
事
務
所
対
応

３０
■
狩
猟
免
許
試
験

▼
と
　
き
　
８
月
４
日
（
日
）
９

時
～

▼
と
こ
ろ
　
空
知
総
合
振
興
局

▼
問
い
合
わ
せ
　
空
知
猟
政
協
議

会
（
緯
０
１
２
６
～
２
５
～
５

７
６
８
）　

※
狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業
で
免

　
許
取
得
費
用
の
補
助
を
行
っ
て

　
い
ま
す
（
く
わ
し
く
は
広
報
５

　
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
ふ
る
さ
と
振
興

グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４

２
～
３
２
１
５
）

　
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故
は
、

野
山
に
入
っ
た
際
の
突
発
的
な
遭

遇
に
よ
り
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、

ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
未
然
に
防
ぎ
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に

▽
野
山
に
出
か
け
る
前
に
、
市
役

所
な
ど
で
出
没
情
報
を
確
認
し
、

出
没
情
報
の
あ
る
地
域
や
、
ヒ

グ
マ
の
出
没
を
知
ら
せ
る
看
板

が
あ
る
場
所
へ
は
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
犬
を
連
れ
て
行
く
と
ヒ
グ
マ
を

興
奮
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
た
め

危
険
で
す
。

▽
単
独
行
動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

▽
鈴
な
ど
の
鳴
り
物
を
携
行
す
る

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事

故
を
防
ぐ
た
め
に

な
ど
人
の
存
在
を
早
め
に
ヒ
グ

マ
に
知
ら
せ
る
工
夫
を
し
、
早

朝
や
夕
方
、
ヒ
グ
マ
が
人
に
気

づ
き
に
く
い
濃
霧
や
雨
の
と
き

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た
ら

▽
ま
ず
、
落
ち
着
い
て
状
況
を
判

　
断
し
ま
し
ょ
う
。

▽
走
っ
て
逃
げ
る
と
追
い
か
け
て

く
る
の
で
、
ヒ
グ
マ
が
気
づ
い

て
い
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
静
か

に
立
ち
去
り
、
距
離
が
近
い
場

合
は
視
線
を
そ
ら
さ
ず
ゆ
っ
く

り
と
後
退
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
ふ
る
さ
と
振
興

グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４

２
～
３
２
１
５
）

　
笑
う
こ
と
が
心
や
体
に
良
い
と

い
う
こ
と
は
医
学
的
に
実
証
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
最
近
で
は
病
気
の
予

防
や
治
療
に
お
い
て
も
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。
笑
っ
て
ス
ッ
キ
リ

し
ま
し
ょ
う
！

▼
と
　
き
　
７
月
１
日
（
月
）　
１４

　
時
～
　
時
　
分

１５

３０

▼
と
こ
ろ
　
親
愛
の
家

▼
テ
ー
マ
　
「
笑
い
ヨ
ガ
（
ラ
フ

タ
ー
ヨ
ガ
）
～
ス
ッ
キ
リ
！
笑

っ
て
元
気
！
～
」

※
動
き
や
す
い
格
好
、
タ
オ
ル
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
講
　
師
　
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
リ
ー

　
ダ
ー
　
遠
藤
　
恵
美
子
氏

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保

健
介
護
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
４
２
～
３
２
１
３
）

※
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
利

　
用
希
望
の
方
は
、
参
加
申
込
の

　
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
教
室

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

の
交
流
会



２１

くらしの情報

令和元年６月号

募
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

催
　
し

そ
の
他

………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、
離

婚
、
相
続
、
悪
質
商
法
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま

す
。

▼
と
　
き

▽
６
月
４
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１０

１２

河
西
　
宏
樹
弁
護
士

▽
６
月
　
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１８

１０

１２

渡
部
　
敏
広
弁
護
士

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環

境
交
通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
～
３
２
１
７
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

札
幌
弁
護
士
会

無
料
法
律
相
談
会

　
市
で
は
、
次
の
日
程
で
「
無
料

人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
家
庭
問
題
・
近
隣
間

の
も
め
ご
と
な
ど
で
お
悩
み
の
方

を
対
象
に
、
人
権
擁
護
委
員
が
人

権
・
困
り
ご
と
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
特
に
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
と
　
き
　
６
月
６
日
（
木
）　
１３

時
～
　
時
１５

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～

３
２
１
７
）

※
札
幌
法
務
局
滝
川
支
局
（
緯
２

３
～
２
３
３
０
）
で
も
常
時
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

無
料
人
権
・
困
り
ご
と

相
談
所
を
開
設

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

へ
の
参
加
費
用
を
助
成

　
市
で
は
、
北
海
道
平
和
運
動
フ

ォ
ー
ラ
ム
及
び
原
水
爆
禁
止
北
海

道
協
議
会
が
募
集
す
る
「
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
」
へ
の
参
加
に
要

す
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
額
　
最
大
　
万
円

１０

▼
募
集
人
数
　
１
名

▼
助
成
対
象
者
　
本
市
に
住
民
登

録
し
、
４
月
２
日
現
在
の
年
齢

が
満
　
歳
以
上
の
今
後
も
市
内

１８

に
居
住
予
定
の
方
。
大
会
参
加

後
に
報
告
書
（
感
想
文
な
ど
）

を
提
出
で
き
る
方
。

▼
申
し
込
み
　
市
役
所
３
階
庶
務

グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け
の
用
紙

で
６
月
　
日
（
金
）
ま
で
に
申

１４

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類

審
査
の
う
え
、
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
助
成
制
度

の
利
用
は
１
人
１
回
と
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
３
階
緯
４
２
～
３
２

１
２
）

　
市
内
の
事
業
所
で
は
、次
の
と

お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

繋
一
般
事
務

▼
求
人
数
　
1
人
　
年
齢
不
問

罫
製
造
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

茎
４
ト
ン
ユ
ニ
ッ
ク
運
転
手

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

荊
清
掃
員

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

蛍
調
理
補
助
員

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

計
土
木
作
業
員

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

　
く
わ
し
く
は
、  ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
  （
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
～
３
１
４
７
）
へ
。

求
人
情
報
 （
５
月
　
日
現
在
）

１３

　
改
元
に
便
乗
し
た
詐
欺
が
全
国

各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
「
全
国
銀
行
協
会
」
を
か
た
り

「
改
元
に
よ
る
銀
行
法
改
正
に
つ

い
て
」
と
い
う
文
書
を
送
り
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
ろ

う
と
し
た
り
、
「
元
号
の
変
更
に

伴
っ
て
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
」

な
ど
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
い

う
例
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
改
元
に
便
乗
し
た
新
た

な
手
口
の
詐
欺
が
出
て
く
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
不
審
な
勧
誘
や
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
場
合
は
消
費
者

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日
９
時

～
　
時
（
祝
日
除
く
）

１６

▼
問
い
合
わ
せ
　
滝
川
地
方
消
費

者
セ
ン
タ
ー
　
滝
川
市
大
町
１

丁
目
２
番
　
号
（
滝
川
市
役
所

１５

３
階
く
ら
し
支
援
課
内
緯
２
３

～
４
７
７
８
）

さ
い
。
こ
の
現
況
届
は
、
受
給
さ

れ
て
い
る
方
の
所
得
や
養
育
状
況

な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
提
出
が
な
い
場
合
、
6
月
分

以
降
の
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～

３
２
１
３
）

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
７
月
１
日
（
月
）

ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ

児
童
手
当
現
況
届

の
提
出
に
つ
い
て

改
元
に
便
乗
し
た
詐
欺

に
注
意



２２令和元年６月号

くらしの情報

編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
企
画
財
政
課
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
電
話
４
２
～
３
２
１
４
番
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
㈱
プ
リ
コ
ム
旭
川

募
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

催
　
し

そ
の
他

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

「
初
夏
」

　
田
中
　
順
子

　
市
民
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、

７
月
７
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る

市
民
祭
り
（
し
ょ
っ
て
け
ま
つ

　
市
民
の
ひ
ろ
ば
へ
の
作
品
投
稿

は
、
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
（
市
役

所
３
階
緯
４
２
～
３
２
１
４
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

り
）
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
条
件
　
市
内
に
居
住
す
る

中
学
生
以
上
の
方

▼
謝
　
礼
　
無
償

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
ふ
る
さ

と
振
興
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
４
２
～
３
２
１
５
）

「新しき時代へ」

横山　まり子

な
か
た
に
　
し
ゅ
う
と

た
か
や
ま
　
な
つ
な

　
４
月
に
ほ
し
組
（
３
歳
児
ク
ラ

ス
）
に
入
っ
た
園
児
た
ち
が
は
じ

め
て
の
工
作
で
鯉
の
ぼ
り
を
作
り

ま
し
た
。

　
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て
み

よ
う
！

▼
と
　
き
　
６
月
　
日
（
土
）　

２２

１０

時
　
分
～
　
時

４０

１２

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
内
　
容
　
本
の
カ
バ
ー
は
り
、

本
探
し
、
貸
出
や
返
却
、
本
の

紹
介

▼
対
　
象
　
小
学
校
３
年
生
か
ら

高
校
生
ま
で

▼
定
　
員
　
６
名

▼
申
し
込
み
　
６
月
　

日
（
水
）

１９

ま
で
に
図
書
館
（
緯
４
２
～
６

９
０
０
）
へ
。

　
本
年
度
の
消
防
演
習
は
、
６
月

２
日
（
日
）
に
う
た
み
ん
駐
車
場

で
行
い
ま
す
。

　
分
列
行
進
を
行
う
た
め
、　

時
１３

か
ら
　
時
　
分
ま
で
の
間
、
歌
志

１３

２０

内
郵
便
局
か
ら
ゆ
め
つ
む
ぎ
前
ま

で
の
区
間
を
通
行
止
め
に
し
ま
す
。

　
消
防
団
員
招
集
の
た
め
、　

時
１３

に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

火
災
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
警
防
・
救
急
グ

ル
ー
プ
（
消
防
本
部
緯
４
２
～

３
２
５
５
）

　
計
量
法
に
基
づ
く
有
効
期
限
が

満
了
に
な
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取

り
替
え
を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
各
事
業
所
、
家
庭
に
は
事
前
に

文
書
で
連
絡
し
ま
す
。

　
な
お
、
家
屋
の
改
造
や
取
り
壊

し
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

水
道
企
業
団
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

　
「
い
つ
も
の
む
　
い
つ
も
の
水

に
　
日
々
感
謝
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
６
月
１
日
（
土
）
か
ら
７
日

（
金
）
ま
で
水
道
週
間
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
中
空
知
広
域
水
道
企
業
団
で
は

水
道
週
間
に
合
わ
せ
て
、
こ
の
期

間
に
浄
水
場
の
一
般
見
学
を
実
施

し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
毎
日
安
心
し

て
使
用
し
て
い
る
水
道
水
が
ど
の

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、

こ
の
機
会
に
見
学
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
水
が
で
き

る
ま
で
の
解
説
を
行
う
ほ
か
、
原

水
・
処
理
水
、
処
理
薬
品
等
の
展

示
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
職
員

が
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
見
学
時
間
　
９
時
～
　
時
ま
で

１６

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
中

空
知
広
域
水
道
企
業
団
（
緯
５

３
～
３
８
４
０
）

い
。

▼
取
り
替
え
期
間
　
６
月
下
旬
～

　
月
下
旬
予
定

１０
▼
問
い
合
わ
せ
　
中
空
知
広
域
水

道
企
業
団
（
緯
５
３
～
３
８
４

０
）

市
民
祭
り
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集
に
つ
い
て

図
書
館
司
書
体
験

水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
り
替
え

浄
水
場
を
見
学
し
て
み

ま
せ
ん
か

消
防
演
習
及
び
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
に
つ
い
て
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